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中
西
敬
二
郎
（
な
か
に
し
け
い
に
ろ
う
）

明
治
三
十
五
年
大
阪
市
に
生
れ
る

大
正
十
五
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業

直
ち
に
中
等
教
育
に
携
わ
り
、
後
各
会
社
の
重
役
歴
任

母
校
に
迎
え
ら
れ
「
早
稲
田
大
学
八
十
年
誌
」
執
筆

早
稲
田
大
学
史
編
集
所
嘱
託

著
書
「
人
形
は
生
き
て
い
る
」
「
文
楽
へ
の
道
」



第
一
章
明
治
か
ら
大
正
へ

一
明
治
の
挽
歌
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む
な

明
治
四
十
五
年
七
月
一
二
十
日
午
前
○
時
四
十
一
一
一
分
。
不
世
出
の
聖
天
子
は
つ
い
に
神
去
り
ま
し
た
。
六
千
万
国
民
の
祈
り
も
虚
し
く
・

こ
れ
よ
り
先
の
二
十
日
に
、
突
如
と
し
て
官
報
号
外
を
以
っ
て
天
皇
御
不
例
の
趣
き
が
発
表
さ
れ
た
。
慢
性
腎
臓
炎
、
糖
尿
病
と
云

ひ
と

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
御
容
態
は
相
当
御
重
態
の
よ
う
で
あ
る
。
新
聞
の
号
外
で
此
の
由
を
知
っ
た
国
民
は
、
斉
し
／
、
天
皇
の
御
回
復

せ
き
し

を
祈
念
し
た
。
そ
も
そ
も
の
む
か
し
か
ら
、
天
皇
と
国
民
と
の
関
係
は
親
子
の
ま
じ
わ
細
ソ
で
あ
る
と
云
う
。
天
皇
が
国
民
を
赤
子
と
呼

永
お
や
し
た
あ
い
だ
が
ら

ぺ
ば
、
国
民
は
天
皇
を
御
親
１
こ
慕
う
間
柄
で
あ
る
。
殊
に
明
治
維
新
の
大
業
を
為
し
た
天
皇
は
、
四
姓
を
撤
廃
し
て
、
士
農
工
商
を
平

等
に
し
た
。
庶
民
は
自
由
平
等
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
で
あ
る
。
云
わ
ば
名
実
共
に
天
皇
の
赤
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
子
等
が
御

堂
ど
こ
ろ

親
の
御
病
気
回
復
を
願
う
の
は
、
誠
信
と
云
わ
ず
－
と
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
憂
色
に
閉
さ
れ
た
国
民
の
う
ち
で
志
あ

ひ
た
い

ひ
た
す
ら

る
部
も
の
は
、
全
国
の
都
都
村
落
か
ら
上
京
し
、
一
一
重
橋
前
の
玉
砂
利
の
上
に
土
下
座
し
、
額
を
土
に
埋
め
て
只
単
回
復
祈
願
を
し
た
も

主
こ
と
け
う

の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
風
景
は
、
外
人
に
取
っ
て
実
に
稀
有
な
こ
と
で
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
一
一
十
七
日
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
は

「
天
皇
神
繍
の
発
露
ｌ
二
重
橋
畔
健
立
ち
て
外
人
の
驚
異
」
と
題
し
左
の
一
文
を
掲
げ
て
い
る
。



蕊
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皇居前にご平癒を祈る群衆田辺至作「不班」（明治神宮

絵画館蔵）

△
昨
今
外
人
の
話
題

実
に
や
今
日
此
頃
彼
等
の
間
の
談
話
は
、
一
と
し
て

わ
た

陛
下
の
御
大
患
に
亙
ら
ざ
る
な
し
。
試
み
に
昨
今
一
一
重

橋
外
に
至
り
て
、
遥
か
に
皇
城
を
伏
し
拝
み
つ
つ
あ
る

玄
じ
わ

老
若
を
眺
む
れ
ば
、
其
中
に
幾
多
外
人
の
雑
り
居
て
、

此
様
を
ば
写
真
機
に
収
め
て
立
去
る
杯
を
見
る
こ
と
珍

い
え
づ
と

ら
し
か
ら
ず
。
思
ふ
に
之
を
ば
家
琶
と
為
し
日
本
人
の

か
た
り
ぐ
さ

忠
誠
斯
く
ぞ
と
許
り
垂
叩
草
に
せ
ん
為
な
る
べ
し
。

ま
た
二
十
六
日
の
「
ジ
ャ
パ
ン
。
ア
ド
ヴ
ァ
タ
ィ
ザ
ー
」

は
「
二
様
の
君
主
」
と
題
し
て
、
英
国
の
英
蘭
王
及
び
わ
が

天
皇
に
対
す
る
忠
誠
を
比
較
し
、
前
者
は
こ
れ
を
国
民
が
国

す
う
け
い

王
に
感
ず
る
友
情
と
見
、
後
者
は
天
皇
の
神
性
に
対
す
る
崇
敬
－
こ
し
、
そ
こ
に
日
本
国
民
の
忠
誠
が
あ
る
と
見
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
幼
に
し
て
帝
位
を
即
ぎ
、
十
年
を
一
期
と
し
て
相
次
い
で
起
っ
た
、
台
湾
征
討
（
七
年
）
、
京
城
甲
申
事
変
（
十

七
年
）
、
日
清
戦
争
（
二
十
七
年
）
、
日
露
戦
争
（
三
十
七
年
）
の
国
難
を
克
服
し
、
版
図
を
拡
げ
て
国
威
を
海
外
に
宣
揚
し
た
の
が
天

皇
で
あ
っ
た
。
鎖
国
の
扉
を
開
き
、
門
戸
を
開
放
し
、
近
世
史
を
一
八
○
度
に
転
回
し
た
の
も
天
皇
で
あ
っ
た
。
海
外
か
ら
物
質
文
明

を
取
り
入
れ
、
精
神
文
明
を
吸
収
し
て
わ
が
国
古
来
の
文
化
と
融
合
さ
せ
た
の
も
こ
の
天
皇
で
あ
っ
た
。
国
民
が
讃
仰
し
、
崇
敬
す
る



か
く
て
世
は
大
正
に
移
っ
た
。せ
ん
そ
か
り
そ
め
す
ゆ

皇
太
子
嘉
仁
親
王
は
即
日
践
詐
し
て
皇
位
を
即
い
だ
。
皇
位
は
仮
初
に
も
須
爽
す
ぺ
き
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
に
明
治
大
帝

が
皇
位
を
継
承
さ
れ
た
時
、
年
号
は
一
世
一
代
と
定
め
ら
れ
た
。
即
ち
そ
の
時
の
詔
勅
に

今
般
御
即
位
御
大
礼
被
為
済
先
例
之
通
被
為
改
年
号
候
就
而
ハ
是
迄
吉
凶
ノ
象
兆
一
一
随
上
屡
・
改
号
有
之
候
得
共
自
今

御
一
代
一
号
一
一
被
定
候
依
之
改
慶
応
四
年
可
為
明
治
元
年
旨
被
仰
出
候
事
（
太
政
官
日
誌
八
十
一
「
慶
応
四
年
九
月
八
日
御
布

な
が

の
も
無
理
か
ら
ぬ
鍬
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
い
つ
ま
で
も
生
き
存
ら
え
て
貰
い
た
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
一
日
も
早

ひ
つ
ぎ
の
采
こ

ぐ
御
回
復
の
朗
報
が
聞
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
あ
然
し
天
は
非
情
で
あ
っ
た
。
天
帝
は
日
継
御
子
１
と
雌
も
徳
齢
を
延
べ
な
か
っ
た
。

六
千
万
国
民
の
号
泣
の
中
に
、
天
皇
の
御
霊
は
昇
天
し
て
逝
っ
た
の
で
あ
る
。

し
ご
う

・
天
皇
の
仮
の
御
名
は
大
行
天
皇
と
申
し
上
げ
た
。
こ
れ
は
誰
号
が
追
贈
さ
れ
る
ま
で
か
く
お
呼
び
す
る
の
が
慣
例
と
さ
れ
て
い
た
か

、
、
、
、
お
く

ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
八
月
一
一
十
七
日
改
め
て
お
／
、
り
名
が
贈
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
天
皇
で
あ
る
。

告
写
」
）

鯉鵡

ぶ
ん
ち
ゅ
う

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
己
に
こ
の
文
中
に
も
あ
る
通
胸
ソ
是
迄
吉
凶
の
有
る
毎
に
改
元
さ
れ
た
。
例
え
ば
明
治
天
皇
の
父
君
で
あ
る
孝
明

天
皇
の
御
代
に
は
、
そ
の
治
世
一
一
十
一
一
一
年
間
に
柄
弘
化
、
嘉
永
、
安
政
、
万
延
、
文
久
、
元
治
、
慶
応
と
七
回
に
渉
っ
て
改
号
さ
れ
て

お
り
、
年
間
の
長
い
も
の
で
は
、
嘉
永
、
安
政
の
そ
れ
ぞ
れ
六
年
、
短
い
も
の
で
は
、
万
延
、
元
治
の
そ
れ
ぞ
れ
一
年
で
、
平
均
一
一
一
．

い
と
ま

三
年
を
出
で
な
か
っ
た
。
送
迎
に
連
な
く
奔
命
に
疲
れ
、
少
女
頭
の
悪
い
も
の
は
へ
よ
う
や
ノ
、
新
号
を
憶
え
た
時
、
ま
た
改
正
年
号
を



践
詐
式
は
即
日
執
り
行
わ
れ
る
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
即
位
の
大
礼
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
新
帝
の
治
世
の
初
期
に
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
参
加
と
い
う
よ
う
な
大
事
件
が
あ
っ
た
か
ら
、
挙
式
が
延
期
さ
れ
た
の
も
無
理
は
な
く
、
事
実
一
一
一
年
後
の
大
正
四
年

十
一
月
に
京
都
の
紫
辰
殿
で
執
り
行
わ
れ
た
。
然
し
大
葬
は
そ
う
延
ば
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
即
ち
御
陵
の
造
営
、
御
大
葬
所

の
建
設
等
が
あ
る
に
せ
よ
、
準
備
期
間
は
最
短
一
か
月
半
位
が
限
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
高
職
貴
顕
の
参
列
者
の
服
装
の
準
備
も

一
苦
労
で
あ
っ
た
。
大
礼
服
や
正
装
を
持
っ
て
い
る
者
は
い
い
と
し
て
、
特
に
一
般
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
、
此
の
一
代
の
盛
儀
に
参
加

す
る
も
の
は
、
先
ず
服
装
の
調
製
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

わ
が
丸
善
は
逸
早
く
こ
こ
に
眼
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
慶
応
の
学
生
が
大
い
に
得
意
が
っ
て
天
気
の
い
い
日
で
も
腕

や
肩
に
掛
け
て
歩
い
た
雨
外
套
の
バ
ー
ベ
リ
ー
。
コ
ー
ト
を
取
扱
っ
た
の
が
大
正
三
年
以
降
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
礼
服
の
受
注
な
ど
は

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
帽
子
の
取
扱
い
で
は
相
当
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
「
逸
早
く
」
と
断
っ
て
、
次
の
如
く

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
広
告
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

と
改
元
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
っ

は
云
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

シ
ル
ク
・
ハ
ッ
ト
と
ハ
ッ
ト
。
ケ
ー
ス
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憶
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
此
の
煩
雑
さ
を
な
く
す
る
た
め
に
明
治
天
皇
が
採
ら
れ
た
政
策
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、
新
帝
が
こ
れ
を
改
正
さ
れ
る
理
由
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
の
で
、
七
月
一
一
一
十
日
午
後
枢
密
顧
問
の
諮
詞
を
経
て
『
大
正
』

０
○

○
○

と
改
元
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
出
典
は
「
公
羊
伝
」
中
の
「
君
子
大
居
正
」
と
「
易
経
」
の
「
大
享
以
正
天
之
道
也
」
に
拠
る
一
）
と
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シルクハットとハットケース

ロ
ソ
秒
ｒ
ソ

と
こ
ろ
で
四
十
日
前
後
と
云
う
短
期
間
に
、
英
国
倫
敦
の
ス
コ
ッ
ト
会
社
か
ら
、
帽
子

を
取
り
寄
せ
よ
う
と
す
る
の
に
は
余
程
の
自
信
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
と
云
う
の
は
、

当
時
は
今
日
の
よ
う
に
航
空
路
が
開
け
ず
、
わ
が
国
で
は
明
治
四
十
三
年
十
一
一
月
十
四
日
、

日
野
熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
は
じ
め
て
試
験
飛
行
に
成
功
し
た
位
で
、
そ
の
こ
ろ
東
亜
と
欧
州

と
を
結
ぶ
道
は
、
南
支
那
海
↓
印
度
洋
‐
↓
地
中
海
を
利
用
す
る
海
上
交
通
と
、
明
治
三
十

五
年
一
月
に
開
通
し
た
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
に
よ
る
二
本
の
路
線
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

前
者
を
利
用
す
る
の
で
は
、
実
に
四
十
日
間
の
日
数
が
か
か
り
、
注
文
を
受
取
っ
て
帽
子

が
到
着
し
た
頃
に
は
己
に
大
葬
が
終
っ
て
い
る
》
）
と
に
な
る
か
ら
、
此
の
路
を
利
用
す
る

⑥
。
①
。
②
。
⑨
③
⑨
、
。
⑥
、
ｃ

群
集
の
為
め
に
隠
る
る
も
の
は
ズ
ボ
ン
と
靴
の
み
、
礼
帽
は
戯
と
し
て
頭
上
に
在
り
、
衆
人
の
視
線
は
悉
く
礼
帽
に
衆
ま
る
こ

⑤
、
⑨
。
の
⑦
。
、
○
。
③
。
⑨
。
⑥
、
。
○
○
。
。
。
。
、
。
＠

と
を
決
し
て
忘
る
ぺ
か
ら
ず
、
空
前
の
盛
儀
に
列
し
て
、
礼
帽
ら
し
く
も
無
き
礼
帽
を
戴
く
こ
と
あ
ら
ば
、
大
官
紳
士
の
面
目
に

③
③
⑨
。
。
。
⑨
＠

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

関
す
る
こ
と
無
き
や
。
ス
コ
ッ
ト
製
礼
帽
は
久
し
く
天
下
一
ロ
叩
と
称
せ
ら
る
、
其
地
質
、
色
沢
、
体
裁
は
自
ら
特
殊
の
光
彩
を
放

△

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

ち
、
群
鶏
中
の
孤
鶴
と
は
児
童
か
目
に
鋤
い
）
映
ず
ぺ
し
。

英
国
倫
敦
ス
コ
ッ
ト
会
社
製
シ
ル
ク
・
ハ
ッ
ト
金
拾
七
円
五
拾
銭
金
弐
拾
壱
円

ハ
ッ
ト
。
ケ
ー
ス
極
上
牛
革
製
舶
来
金
具
付
特
製
金
五
円
五
拾
銭
金
拾
円
五
拾
銭

此
の
広
告
文
の
書
出
し
「
群
集
の
為
め
に
隠
る
る
も
の
は
…
・
・
・
云
々
」
と
云
う
奇
想
天
外
の
名
文
は
、
内
田
魯
庵
の
作
で
、
当
時
内

田
は
「
学
鐙
」
の
編
纂
に
あ
た
り
、
殆
ん
ど
独
り
で
広
告
文
を
書
き
な
ぐ
っ
て
い
た
。



と
云
う
の
で
あ
る
。
魯
庵
の
文
は
男
の
香
水
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
何
も
男
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
否
む
し
ろ
女
性
の
方
が
匂
い

そ
の
年
の
夏
は
、
い
つ
に
も
増
し
て
暑
さ
が
き
び
し
か
っ
た
。

東
京
中
央
測
候
所
の
報
告
に
よ
る
と
、
八
月
の
平
均
気
温
は
三
○
・
八
度
で
あ
る
と
云
う
。

か
ん
し
ゆ
う

た
い
し
ゆ
う

暑
さ
が
き
び
し
く
な
る
と
、
汗
臭
を
含
ん
だ
一
種
異
様
な
体
臭
が
発
散
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
。
そ
う
い
う
時
、
一
滴
の
香
水
は
自
他
共

に
気
分
を
爽
快
に
し
て
く
れ
る
。
魯
庵
の
言
葉
を
か
り
る
と
、

外
国
の
小
説
に
よ
く
あ
る
、
当
流
の
気
の
利
い
た
紳
士
が
通
り
す
ぎ
る
と
オ
ー
ド
コ
ロ
ー
ン
の
香
が
プ
ー
ン
と
薫
ず
る
と
い
ふ

、
、
、

形
容
が
あ
る
。
（
略
）
之
か
ら
梅
雨
の
ジ
メ
ノ
、
し
た
時
候
な
ど
に
は
オ
ー
ド
コ
ロ
ー
ン
が
か
ら
だ
に
匂
ふ
と
何
と
な
く
気
分
が

快
活
に
た
る
Ｉ

二
香
料
の
話
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の
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
後
者
に
よ
る
以
外
に
手
段
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
な
れ
ば
シ
ベ
リ
ヤ
横
断
二
週
間
、
モ

ス
ク
ワ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
経
由
し
て
ロ
ン
ド
ン
ま
で
は
四
日
間
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
や
ら
受
注
に
は
間
に
合
う
。
帽
子
の
サ
イ
ズ
も
異
な

り
、
桂
太
郎
の
よ
う
に
ズ
バ
抜
け
て
大
頭
の
も
の
も
い
た
こ
と
だ
か
ら
、
予
め
幾
種
類
か
を
取
揃
え
て
お
く
の
は
冒
険
で
あ
っ
た
の
で
、

当
然
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
を
利
用
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
然
し
こ
れ
と
て
も
、
途
中
で
ど
ん
な
事
故
に
遭
遇
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

そ
の
点
矢
張
冒
険
の
域
を
脱
し
な
い
が
、
そ
の
危
険
を
敢
て
冒
し
た
商
魂
の
た
く
ま
し
さ
に
今
更
な
が
ら
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。



五
・
二
五

と
う
ぶ
つ

止
め
の
た
め
に
利
用
す
る
機
会
が
多
い
。
Ｌ
」
こ
ろ
で
丸
善
が
香
水
の
輸
入
を
始
め
た
の
は
非
常
に
古
く
、
唐
物
店
を
開
設
し
た
草
創
当

時
に
由
来
す
る
が
、
そ
れ
か
ら
数
え
て
四
十
年
後
の
此
の
頃
に
至
っ
て
は
そ
の
種
類
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
今
そ
の
種
類
を
挙

げ
て
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

キ
セ
ロ
ル

ヴ
ワ
ヰ
オ
レ
ッ
ト

ヴ
ワ
ヰ
オ
レ
ッ
ト

ロ
ジ
ヤ
・
ガ
レ
ー

イ
ン
デ
ヤ
ン
・
エ
ー
・
イ
ー
・
テ
レ
ッ
シ
ヤ
ー

ス
プ
レ
ン
ダ
ー

ピ
・
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ヴ
ワ
キ
オ
レ
ッ
ト

ホ
ワ
イ
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ヴ
ワ
ヰ
オ
レ
ッ
ト

コ
ル
ゲ
ー
ト

カ
シ
メ
ヤ
プ
ー
ケ

ド
ル
セ
ー

ロ
ー
ズ
フ
ラ
ン
ス
・
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
フ

ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
フ

ヴ
ワ
ヰ
オ
レ
ッ
ト

チ
ェ
バ
ラ
ー

レ
リ
ー
ブ

口

、I：

や
口

四
・
○
○

二

五

馬
０
ｍ
①
局
Ｈ
四
口
や
巴
の

閉
［
の
津
○
骨
尻
○
℃
の

吊
門
の
一
一
○
言
’
○
℃
の

く
さ
］
奥

○
面
の
ぐ
凹
旨
の
片

両
の
二
①
開

○
四
の
言
］
胃
国
Ｏ
ｐ
Ｐ
ｐ
ｇ

旨
。
旨
ご
缶
．
国
．
目
の
］
①
の
篇

の
己
］
①
ロ
ロ
の
ｐ
Ｈ

三
宮
庁
の
屈
○
の
①
く
ざ
］
①
庁

弓
言
冨
閃
○
の
①
く
ぢ
］
①
庁

ぐ
ぢ
］
ｇ

く
ざ
』
２ 原

名

、
四
五

、
八
五

○
巳
ぬ
い
計
、

Ｃ
ご
篇
の
四
『

弓
］
旨
山
口
。

屍
○
ぬ
①
認
再
⑦
巴
』
２

会
社
名

×
の
Ｒ
○
一

●

三

五

、
八
五

757

売
価
一
換
算

六
・
○
○

一
、
七
八
二

四
・
八
○

一
、
九
一
四

一
、
九
一
四

二
。
○
○

三
・
五
○

単
位
円

二
、
九
七
○

．
四
五

四
、
六
二
○

、

二

二

二
、
六
四
○

七
、
九
二
○

｛
ハ
、
一
一
一
一
一
一
一
ハ

六
、
九
三
○

五
、
二
八
○

二
、
四
四
二



此
の
表
で
、
い
さ
さ
か
注
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
下
段
の
換
算
の
欄
の
数
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
四
十
五
年
の
物
価
を

一
と
し
た
場
合
、
昭
和
四
十
四
年
の
物
価
は
実
に
そ
の
一
、
三
二
○
倍
に
当
っ
て
い
る
か
ら
、
参
考
の
た
め
当
時
の
販
売
価
格
を
現
在

に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
若
し
米
価
が
物
価
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
此
の
指
数
は
凡
そ
そ
の
半
分
に
相
当
す

る
も
の
と
見
て
よ
い
。
明
治
大
帝
の
崩
御
に
よ
り
、
米
価
は
暴
落
し
、
東
京
市
場
の
相
場
を
大
き
く
変
動
さ
せ
た
が
、
七
月
二
日
に
は

一
升
三
十
二
銭
の
高
値
を
呼
ん
で
い
た
。
従
っ
て
現
在
の
消
費
者
価
格
を
升
に
換
算
し
た
一
一
百
三
十
六
円
六
十
銭
は
約
七
二
○
倍
に
相

当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
現
在
前
記
の
品
の
大
半
が
、
丸
善
の
店
頭
か
ら
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
と
対
比
す
る
由
も
な
い

が
、
そ
れ
に
し
て
も
紳
士
淑
女
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
の
は
、
仲
六
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
然
し
そ
れ
が
高
価
で
あ
る
の
は
、

758

そ
れ
な
り
に
理
由
が
あ
る
。

ジ
ヤ
ス
、
ミ
ン

セ
レ
、
不
タ
〆

チ
ャ
ー
ム

ウ
ピ
ガ
ン

オ
ー
ラ
リ
ョ
ル
ス

エ
ッ
セ
ン
ス

ホ
ジ
ヤ
ロ
ー
ヤ
ル

シ
・
ク
ラ
メ
ン

あ
か

元
来
、
香
水
と
は
仏
前
に
捧
げ
る
聖
別
さ
れ
た
水
、
即
ち
闘
伽
を
云
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
人
間
が
香
料
を
使
用
す
る
よ
う
に
な

九
・
七
五

一
三
・
五
○

一
三
・
五
○

二
・
二
五

二
・
三
○

二
・
五
○

五
・
○
○

缶
巨
国
庸
の
］
○
行
の

固
の
叩
①
ｐ
ｏ
の
○
吋
両
掛
胃
巴
詐

国
四
口
閉
①
吋
詞
○
国
巴
の

○
里
Ｏ
冨
口
】
の
ロ

］
四
め
口
ご
ロ

の
①
門
の
ロ
僅
庁
四

○
戸
口
員
口

九
七
○

○
三
六

三
○
○

六
○
○

一
一
、

一
一
一
、

一
一
一
、

一
ハ
、

国
○
口
互
い
脚
員

七・七二
、、、

八
七
○

八
二
○

八
二
○
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香水瓶（ドルセイ社の香水ホワイト・ロ

ーズ）

る
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
で
も
こ
う
し
た
慣
習
が
あ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
英
国
の
エ
リ

ザ
ベ
ス
女
王
が
特
に
香
り
に
対
し
て
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
洗
練
さ
れ
た
感
覚
の
持
主
で
あ

っ
た
の
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
伯
エ
ド
ワ
ー
ド
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
彼

は
イ
タ
リ
ー
か
ら
帰
還
し
た
時
、
四
ッ
の
リ
ボ
ン
と
絹
の
色
糸
で
バ
ラ
の
花
を
刺
繍
し

た
香
入
り
の
手
袋
を
女
王
に
献
上
し
た
が
、
こ
れ
が
い
た
く
女
王
を
喜
ば
せ
、
そ
の
後

永
く
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
伯
の
香
料
」
（
弓
篇
弔
関
甘
日
の
○
冷
昏
の
○
○
三
具
○
冷
○
鴬
○
己
）

と
云
う
言
葉
が
英
国
人
の
間
に
伝
え
ら
れ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
独
特
の
動
物
性
香

気
を
持
っ
た
ス
ペ
イ
ン
革
の
衣
服
を
愛
用
し
た
と
云
い
、
今
日
で
も
「
イ
ス
パ
ー
ー
ャ
の

っ
た
起
源
を
た
ず
ね
る
と
、
凡
て
宗
教
的
儀
式
に
関
係
あ
り
と
見
て
よ
い
。
古
く
は
エ
ジ
プ
ト
に
於
け
る
ミ
イ
ラ
の
製
法
も
そ
れ
で
、

死
者
の
霊
魂
カ
ー
は
一
時
肉
体
を
離
れ
る
が
、
オ
シ
リ
ス
の
裁
き
を
受
け
た
の
ち
、
再
び
元
の
肉
体
に
帰
っ
て
来
る
。
そ
の
よ
う
な
時
、

霊
魂
の
住
家
が
腐
敗
し
て
い
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
肉
体
の
保
存
が
考
え
ら
れ
、
香
油
を
以
っ
て
そ
れ
を
聖
別
し
麻
布
を
幾

重
に
も
巻
き
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
例
は
必
ず
し
も
エ
ジ
プ
ト
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
古
書
で
あ
る
「
畷

耕
録
」
に
も
、
「
俗
日
二
蜜
人
『
蕃
日
二
木
乃
伊
一
」
と
云
い
、
そ
の
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
へ
プ
ラ
イ
語
で
ミ
イ
ル
は

没
薬
の
こ
と
を
指
し
、
ミ
イ
ラ
は
没
薬
を
塗
っ
た
人
を
意
味
す
る
。
キ
リ
ス
ト
降
誕
の
時
、
東
方
の
三
博
士
が
乳
香
、
没
薬
、
黄
金
を

捧
げ
て
こ
れ
を
祝
福
し
た
話
は
、
余
り
に
も
有
名
で
あ
り
、
ヨ
セ
フ
は
キ
リ
ス
ト
の
死
骸
を
葬
る
時
、
高
価
な
香
料
を
塗
布
し
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
埋
葬
式
を
す
る
」
と
云
う
動
詞
が
「
香
を
塗
る
」
と
云
う
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
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香
水
」
（
○
号
目
貝
旦
向
の
冒
僧
○
｝
の
）
と
云
う
、
重
厚
な
動
物
性
の
香
水
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
「
男
も
女
も
み
な
バ

ラ
香
水
の
つ
い
た
帽
子
を
冠
っ
て
ゐ
た
」
の
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
ま
た
イ
タ
リ
ー
の
フ
ラ
ン
ヂ
パ
ニ
（
”
営
四
冨
昌
）
が
考
案

し
た
数
種
の
動
物
性
香
油
に
菖
蒲
の
香
油
を
配
合
し
た
香
入
り
の
手
袋
は
、
侯
伯
や
軍
人
に
愛
用
さ
れ
た
と
云
う
。
わ
が
国
で
も
「
太

功
記
十
段
目
尼
ヶ
崎
の
段
」
で
は
、
重
次
郎
が
出
陣
す
る
時
、
兜
に
香
を
焚
き
込
め
て
い
る
の
は
、
武
士
の
た
し
な
み
を
伝
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
香
料
の
特
殊
な
用
途
を
物
語
っ
て
い
る
。

ゆ
う

き
上
こ
う

こ
う
あ
わ
せ

香
料
は
宗
教
的
儀
式
に
用
う
る
以
外
に
、
遊
戯
に
も
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
尤
な
る
も
の
は
わ
が
国
の
聞
香
ま
た
は
香
〈
ロ
で
あ
る
。
推

ら
ん
じ
ゃ
た
い
き
や
ら

古
朝
一
一
一
年
に
沈
香
が
渡
来
し
て
以
後
、
中
国
か
ら
蘭
著
待
な
ど
の
伽
羅
が
伝
来
し
平
安
朝
以
後
名
香
を
聞
き
分
け
る
遊
戯
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
故
郷
の
中
国
は
、
世
界
有
数
の
動
物
性
芳
香
原
料
の
生
産
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
国
民
も
ま
た
非
常
に
多
く
こ
れ
を
消
費
し
た
。
即

ち
単
に
祝
典
に
香
木
を
焚
き
、
香
脂
を
篤
ず
る
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
に
も
遊
び
に
も
料
理
に
ま
で
香
を
入
れ
た
。
殊
に
此
の
国
民
が

り
ゆ
う
え
ん
こ
う
じ
ゃ
こ
う

珍
重
し
た
の
は
娠
薬
類
で
、
竜
挺
香
、
脹
香
、
阿
片
を
混
じ
た
大
麻
の
花
な
ど
を
特
殊
な
秘
法
で
混
清
し
て
用
い
た
。

此
の
他
香
料
の
特
効
と
し
て
体
臭
を
消
す
作
用
が
あ
る
。
体
臭
は
元
来
本
能
的
な
も
の
で
、
外
敵
の
防
禦
と
、
異
性
を
誘
引
す
る
も

の
で
あ
る
。
後
者
は
云
う
ま
で
も
な
く
女
性
の
武
器
で
、
ラ
テ
ン
族
に
多
く
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
フ

ラ
ン
ス
で
数
種
の
よ
い
匂
い
の
香
料
が
発
明
さ
れ
、
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
の
も
故
な
き
で
は
な
い
・
資
本
主
義
を
拒
否
す
る
ソ
連
で

も
、
人
間
の
好
悪
の
問
題
は
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ず
、
・
ス
タ
ー
リ
ン
の
娘
で
あ
る
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が
最
近
発
表
し
た
「
回
想
録
」
の
う

ち
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
あ
る
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。

．
…
：
と
き
お
り
彼
（
兄
）
は
、
女
性
な
ら
だ
れ
で
も
喜
び
そ
う
な
洋
服
や
高
級
香
水
な
ど
を
母
に
送
っ
て
よ
こ
し
た
。
当
時
は
み



：
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な
が
禁
欲
者
ふ
う
の
生
活
を
送
っ
て
い
て
こ
ん
な
品
物
の
こ
と
は

殆
ん
ど
念
頭
に
も
浮
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
父
は
、
「
舶
来
の
賛

沢
品
」
に
対
し
て
は
潔
癖
そ
の
も
の
で
、
香
水
の
匂
い
さ
え
我
慢

で
き
な
い
ほ
う
だ
っ
た
。
女
性
は
す
が
す
が
し
い
清
潔
な
香
り
さ

え
し
て
い
れ
ば
い
い
、
と
い
う
の
が
父
の
持
論
だ
っ
た
。
…
…
そ

ん
な
わ
け
で
母
は
、
こ
う
し
た
贈
り
も
の
に
も
お
お
ぴ
ら
で
喜
ぶ

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
香
水
は
や
は
り
用
い
ら

れ
て
、
わ
た
し
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
の
な
か
で
、
そ
の
香
り

は
母
の
お
も
か
げ
と
切
り
は
な
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
母

の
身
体
か
ら
も
、
母
の
手
か
ら
も
、
な
ん
と
も
言
え
ぬ
よ
い
香
り

が
た
ち
こ
め
て
い
た
も
の
だ
っ
た
．
…
：
晩
方
、
も
う
わ
た
し
が
床

に
つ
い
て
か
ら
、
母
は
と
き
お
り
わ
た
し
の
部
屋
を
た
ず
ね
て
き

て
、
わ
た
し
の
頭
を
そ
っ
と
撫
で
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
わ

た
し
は
そ
の
あ
と
、
眠
り
に
落
ち
な
が
ら
、
枕
に
顔
を
埋
め
て
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
残
り
香
を
か
い
だ
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
ふ
し
ぎ

な
香
り
は
、
ほ
ん
と
う
に
長
い
こ
と
消
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
…

…
鍵

蕊
蕊
蕊
蕊
詮
議

｢匂ひの話」



た
と
断
っ
て
お
く
。

の
項
を
左
に
転
載
し
て
お
く
。

尚
序
で
な
が
ら
、
「
学
鐙
」
明
治
四
十
年
二
月
号
に
「
化
粧
品
鑑
定
法
」
な
る
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
の
「
香
水
」

一
、
香
気
を
長
く
保
つ
も
の
よ
し
。

二
、
保
存
期
の
長
か
ら
ざ
る
も
の
よ
し
。

三
、
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
の
強
き
と
て
必
ず
し
も
悪
か
ら
ず
。

冬
期
よ
り
夏
期
に
於
て
需
用
者
多
く
、
又
品
物
の
腐
敗
し
易
き
期
節
な
れ
ば
、
折
角
金
を
出
し
て
腐
っ
た
水
を
買
わ
ぬ
様
に
心
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…
（
略
）
そ
し
て
、
折
悪
し
く
、
わ
た
し
が
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
の
匂
い
を
さ
せ
た
り
し
て
い
る
と
、
父
は
た
ち
ま
ち
顔
を
し
か
め
て
、

小
言
を
言
う
の
だ
っ
た
。
（
新
潮
社
版
江
川
卓
訳
八
三
’
八
四
）

こ
れ
は
大
正
の
初
期
か
ら
計
算
し
て
二
十
年
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
八
年
五
月
、
丸
善
で
は
「
匂
ひ
の
展
覧
会
」
な
る
も
の
を

開
催
し
、
各
種
の
著
名
な
香
水
製
造
会
社
の
製
品
を
陳
列
し
、
関
係
文
書
を
展
覧
し
た
。
そ
の
時
「
匂
ひ
の
話
」
と
云
う
菊
判
半
裁
四

八
頁
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は
当
時
丸
善
社
員
中
篤
学
の
士
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
永
島
咲
三
が
自
ら
調

さ
ん
し
ょ

査
し
た
文
献
に
よ
っ
て
書
き
下
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
此
種
の
紹
介
案
内
書
と
し
て
は
山
根
小
粒
の
利
き
目
が
充
分
に
あ
る
堂
女
た

る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
前
編
・
後
編
の
二
編
に
分
れ
、
前
編
は
「
匂
ひ
の
沿
革
」
、
後
編
は
「
匂
ひ
の
話
」
と
云
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
適
当
に
挿
話
も
入
れ
て
読
者
を
あ
か
せ
な
い
。
筆
者
も
余
程
自
信
を
持
っ
て
い
た
も
の
か
、
巻
末
に
「
本
文
転
載
の
場
合
は

『
丸
善
匂
ひ
の
話
』
に
よ
る
旨
御
附
記
の
事
」
と
但
し
書
が
つ
い
て
い
る
。
依
而
わ
た
し
も
ま
た
特
有
な
匂
い
の
知
識
は
本
書
か
ら
得



図
で
あ
っ
た
。

大
内
山
の
森
に
こ
だ
ま
し
て
漆
黒
の
天
空
に
消
え
て
行
く
。
時
に
大
正
元
年
九
月
十
一
一
一
日
午
後
八
時
。
明
治
天
皇
の
霊
嬬
発
引
の
合

空
砲
一
発
。
ま
た
一
発
。

懸
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
明
治
の
終
罵
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の
ぎ
童
れ
す
け
の

そ
れ
か
ら
間
Ｊ
も
な
く
陸
軍
大
将
乃
木
希
典
自
刃
の
報
が
、
新
聞
社
の
デ
ス
ク
を
驚
か
せ
た
。
希
典
は
端
座
し
、
古
式
に
典
っ
と
り
見

事
に
腹
を
か
き
切
っ
て
い
た
。
前
伏
せ
に
う
つ
ぶ
し
た
姿
は
立
派
だ
っ
た
と
云
う
。
こ
れ
は
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
妻
の

静
子
が
、
夫
の
姿
を
整
え
た
も
の
だ
と
云
う
。
そ
し
て
ま
た
静
子
も
天
皇
と
夫
の
跡
を
追
う
て
自
殺
し
た
。

う
つ
し
世
を
神
去
り
ま
し
し
大
君
の

み
跡
し
た
ひ
て
我
は
行
く
な
り
希
典

出
で
ま
し
て
還
り
ま
す
日
の
な
し
と
き
く

今
日
の
御
幸
に
逢
ふ
ぞ
悲
し
き
静
子

こ
れ
は
二
人
が
遺
し
た
辞
世
で
あ
っ
た
。
遺
書
が
見
付
か
ら
な
い
の
で
原
因
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
む
か
し
希
典
が
西
南
戦
争
に
連

隊
長
と
し
て
参
加
し
た
時
連
隊
旗
を
奪
わ
れ
、
己
に
お
詑
ぴ
の
た
め
自
害
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
を
、
天
皇
の
御
慈
悲
に
よ
っ
て
罪
が

許
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
希
典
は
終
生
こ
れ
を
徳
と
し
て
君
命
一
途
に
奉
仕
し
て
来
た
と
云
う
。
そ
の
上
二
子
を
日
露
戦
争
の
時
失
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い
て
埴
輪
を
以
っ
て
代
え
た
例
が
あ
る
。
爾
来
殉
死
の
禁

が
守
ら
れ
、
江
戸
幕
府
で
は
寛
文
一
一
一
年
（
一
六
六
三
）
禁
止
を
命
じ
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
は
武
家
法
度
の
中
に
明
文
と
し
て

規
定
し
、
明
治
政
府
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
厳
禁
し
て
い
た
。
故
に
如
何
に
忠
誠
発
露
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
も
、
殉
死
は
あ
く
ま
で
避

規
定
し
、
明
治
政
｛

く
べ
き
で
あ
っ
た
。

乃
木
の
自
刃
は
世
間
に
大
き
な
話
題
を
捲
き
起
し
、
賛
否
両
論
が
鼎
の
如
く
沸
き
立
っ
た
。
鹿
島
増
蔵
が
「
乃
木
大
将
自
殺
論
」
と

云
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
き
、
早
稲
田
大
学
教
授
浮
田
和
民
も
「
大
将
自
刃
の
効
果
」
と
云
う
一
文
を
「
や
ま
と
新
聞
」
に
寄
せ
て
、

大
将
の
場
合
に
は
殉
死
す
べ
き
で
は
旗
い
と
強
調
し
て
い
る
。
代
表
的
な
意
見
と
し
て
今
左
に
摘
記
す
る
と
ｌ

私
は
乃
木
大
将
の
如
き
高
潔
な
る
人
格
を
有
し
、
誠
忠
類
無
き
人
物
は
長
生
き
し
て
居
て
貰
っ
て
国
家
の
柱
石
と
崇
め
た
か
っ

た
。
陛
下
の
主
臣
と
し
て
又
、
華
胃
子
弟
の
教
育
家
と
し
て
生
き
て
居
て
貰
え
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
乃
木
大
将
の
死
は
余
り

に
悲
劇
す
ぎ
る
模
倣
す
べ
か
ら
ざ
る
行
為
で
あ
る
。
日
本
の
国
民
道
徳
を
進
め
る
に
は
左
程
効
果
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。

文
中
「
華
胃
子
弟
の
教
育
家
云
安
」
は
乃
木
が
学
習
院
院
長
で
あ
っ
た
》
）
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
浮
田
の

亜
Ｏ
Ｌ
Ｊ
ｂ
Ｋ
Ｆ
屯
営
‐
雲

埴 輪の図

(天理参考館蔵）

な
っ
た
の
も
大
き
な
痛
手
で
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
殉
死

を
し
た
の
だ
ろ
う
と
云
う
の
が
一
般
の
見
方
で
あ
っ
た
。

殉
死
と
は
、
上
古
王
侯
貴
顕
が
死
ん
だ
時
、
そ
の
従
者

を
生
き
埋
め
に
し
た
習
慣
が
あ
り
、
己
に
垂
仁
天
皇
の
と

の
氷
の
す
ぐ
ね

き
悪
習
と
し
て
こ
れ
を
禁
じ
、
野
見
宿
称
の
進
言
に
基
づ
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感
ず
る
心
持
と
同
じ
や
う
な
感
じ
方
で
感
じ
ら
れ
た
」
と
言
い
、
更
に
十
五
日

の
条
に
、
「
乃
木
さ
ん
の
死
は
一
つ
の
テ
ン
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
負
け
た
の
で
あ

将
る
」
と
断
じ
て
い
る
。
学
習
院
時
代
乃
木
の
厳
格
な
教
育
に
反
溌
し
て
い
た
彼

大

と
し
て
は
当
然
の
云
い
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
こ
と
に
痛
烈
で
あ
る
。
「
殉
死
」

木乃
の
批
判
は
こ
れ
位
に
し
て
先
き
に
筆
を
進
め
よ
う
。

と
こ
ろ
で
大
正
の
初
期
一
か
月
半
程
の
間
に
新
聞
界
を
驚
か
し
た
一
一
大
ス
ク

ー
プ
が
あ
っ
た
。

大
将
延
命
論
は
理
路
整
然
と
し
た
大
局
観
で
、
大
多
数
の
人
倉
が
こ
れ
に
同
調
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
一
部
の
者
か
ら
国
賊
扱
い
に
さ
れ

た
の
は
笑
止
の
い
た
り
で
あ
っ
た
。
尤
も
最
近
毎
日
芸
術
賞
を
貰
っ
た
司
馬
遼
太
郎
の
「
殉
死
」
で
さ
え
、
人
間
像
と
し
て
の
乃
木
を

と
ら
え
そ
の
軍
神
説
を
否
定
し
殉
死
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。

当
時
文
壇
に
於
い
て
も
乃
木
の
殉
死
を
賞
揚
す
る
も
の
と
、
そ
れ
を
け
な
す
も
の
と
の
二
派
が
あ
っ
た
。
前
者
の
代
表
的
な
も
の
は

森
鴎
外
で
、
将
軍
殉
死
を
報
ず
る
号
外
の
鈴
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
忽
ち
筆
を
と
っ
て
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
を
書
き
、
わ
ず

か
五
日
間
で
脱
稿
し
て
「
中
央
公
論
」
に
寄
せ
た
。
彼
は
権
威
そ
の
も
の
へ
の
全
き
献
身
と
し
て
此
の
事
件
を
と
ら
え
、
武
士
道
の
観

念
の
表
現
、
倫
理
的
な
も
の
を
把
握
せ
ん
と
し
た
。
当
時
鴎
外
は
軍
医
総
監
、
陸
軍
省
医
務
局
長
の
要
職
に
あ
り
、
た
と
え
武
器
は
採

ら
な
く
と
も
、
軍
籍
に
あ
っ
た
関
係
か
ら
乃
木
に
対
し
て
同
情
的
で
あ
っ
た
。
一
方
志
賀
直
哉
は
、
そ
の
九
月
十
四
日
の
日
記
に
「
乃

木
さ
ん
が
自
殺
し
た
と
い
ふ
の
を
英
子
か
ら
き
い
た
時
、
馬
鹿
な
奴
だ
と
い
ふ
気
が
、
丁
度
下
女
か
な
に
か
が
無
考
へ
に
何
か
し
た
時



そ
の
一
つ
は
元
号
改
正
で
、
こ
れ
を
ス
ク
ー
プ
し
た
の
が
「
朝
日
新
聞
」
の
青
年
記
者
緒
方
竹
虎
で
あ
っ
た
。
当
時
改
元
の
年
号
が

何
に
落
ち
付
く
か
は
一
般
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
一
世
一
元
の
不
文
律
が
確
定
し
て
い
る
か
ら
は
、
年
号
も
新
時
代
を
象
徴
し
、

日
本
将
来
の
動
向
を
指
示
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
各
社
は
そ
の
精
鋭
を
く
り
出
し
て
、
関
係
各

方
面
に
潜
入
さ
せ
探
り
を
入
れ
て
い
た
が
一
向
に
消
息
が
つ
か
め
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
折
柄
突
然
と
し
て
無
名
の
一
青
年
記
者
が
巧

妙
に
こ
れ
を
ス
ク
ー
プ
し
た
の
だ
か
ら
、
各
社
は
も
と
よ
り
、
古
強
者
の
記
者
た
ち
も
唖
然
と
し
た
。
然
し
緒
方
は
偶
然
に
こ
れ
を
探

知
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
早
く
か
ら
枢
密
顧
問
官
三
浦
梧
楼
に
接
近
し
、
そ
の
信
任
を
得
、
彼
の
口
裏
か
ら
察
知
し
た
特
ダ
ネ

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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今
一
つ
の
大
き
な
特
ダ
ネ
は
乃
木
大
将
の
遺
書
の
ス
ク
ー
プ
で
あ
る
。
こ
れ
を
探
り
当
て
た
の
は
、
「
国
民
新
聞
」
の
座
間
止
水
で

あ
っ
た
。
彼
は
乃
木
自
刃
の
報
を
聞
く
や
、
単
身
乃
木
邸
に
出
掛
け
た
。
そ
こ
に
は
巳
に
四
、
五
名
の
警
官
が
駆
け
つ
け
、
現
場
保
存

の
役
に
任
じ
て
い
た
。
座
間
は
本
庁
の
刑
事
を
装
い
遺
書
の
呈
示
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
訳
な
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
素

早
く
ノ
ー
ト
に
写
し
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
運
悪
く
そ
の
場
に
赤
坂
署
長
本
堂
平
四
郎
が
来
合
せ
た
。
本
堂
は
古
武
士
然
と
し
た
警
部
で
、

お
き

そ
の
剛
直
は
官
界
で
も
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
豪
傑
に
見
付
か
っ
た
の
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
で
は
納
ま
り
そ
う
も
な
い
。
座
間
は
半
ば
観

ひ
た
す
ら

念
し
た
も
の
の
、
折
角
取
材
し
た
特
ダ
ネ
を
手
放
す
の
は
い
か
に
も
残
念
で
あ
る
。
そ
こ
で
唯
単
「
お
見
逃
し
を
」
と
哀
願
し
て
見
た
。

処
が
意
外
に
も
本
堂
は
微
笑
を
た
た
え
、
「
当
方
が
承
諾
す
る
ま
で
は
一
切
公
開
し
な
い
と
約
束
す
る
な
ら
ノ
ー
ト
は
取
り
上
げ
な

い
。
」
と
言
明
し
た
。
座
間
が
直
ち
に
そ
の
通
り
確
約
し
た
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
山
県
・
寺
内
の
両
長
老
は
毛
利
家
の

四
男
を
後
継
者
と
し
て
乃
木
家
の
再
興
を
計
っ
て
い
た
。
乃
木
の
遺
書
は
必
ず
有
り
、
絶
家
問
題
は
必
至
で
あ
る
と
一
般
に
信
じ
ら
れ
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て
い
た
か
ら
、
こ
う
し
た
山
県
・
寺
内
の
策
動
は
い
た
く
識
者
の
反
対
を
買
い
、
遺
書
公
開
が
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
渋
有
な
が
ら
一
一
人

は
協
議
し
て
絶
家
問
題
の
項
に
白
紙
を
貼
っ
て
関
係
者
に
提
示
し
た
。
こ
の
事
を
知
っ
た
本
堂
署
長
は
、
非
常
に
激
昂
し
、
座
間
を
呼

び
つ
け
て
「
遺
書
が
発
表
さ
れ
た
時
に
公
開
し
て
よ
い
」
と
指
示
し
た
。

座
間
は
本
堂
と
の
確
約
を
守
り
、
徳
富
社
長
に
も
話
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
此
の
時
始
め
て
真
相
を
語
っ
た
の
で
、
「
国
民
新
聞
」

は
逸
早
く
号
外
を
刷
り
、
手
ぐ
す
ね
引
い
て
公
開
の
時
期
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
国
民
新
聞
」
が
他
社
に
魁
て
遺
書

公
表
の
殊
勲
を
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。

．
さ
て
此
の
項
は
、
丸
善
社
史
と
は
直
接
関
係
が
な
い
話
で
あ
る
が
、
丸
善
が
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
歩
ん
で
い
っ
た
時
、
そ
の
背

景
と
な
っ
た
時
代
は
、
こ
う
し
た
幾
多
の
事
件
が
い
く
つ
か
積
み
重
な
り
合
っ
て
大
き
な
変
動
が
徐
女
に
起
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ク
タ
ー

そ
し
て
丸
善
も
ま
た
日
本
文
化
の
一
翼
を
荷
い
な
が
ら
、
日
本
国
家
構
成
の
一
要
素
と
し
て
、
陰
に
陽
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
う
し
た
挿
話
を
取
り
上
げ
る
の
も
、
あ
な
が
ち
徒
爾
で
は
な
い
と
思
う
。


